
※農薬の使用はラベルの記載に従ってください。 2012年2月作成

キュウリ編
徐々に害虫が動き出します。引き続き、病害の発生もありますの
で、防除を行ってください。

環境・品種・展着剤・液肥などの混用によって薬害が発生する
恐れがありますのでご注意ください。

アミスターオプティフロアブル 1,000倍（前日／4回）

コルト顆粒水和剤 4,000倍（前日／3回）

テーク水和剤 600～800倍（前日／3回）

アファーム乳剤 2,000倍（前日／2回）

ベトファイター顆粒水和剤 2,000～3,000倍 （前日／3回）

コテツフロアブル 2,000倍（前日／3回）

スミレックス水和剤 1,000～2,000倍（前日／6回）
つる枯病は1,000倍

ダントツ水溶剤 2,000～4,000倍（前日／3回）

芳香性環境保護液
（成分：桂皮油、ユーカリ油）

そろそろ交換の
時期です！残量を
確認しましょう♪

※取り替え時期の目安は、主成分である
ニッキの芳香が無くなった時です。

冬場のマグネシウム欠乏に！

肥料登録：
生第87201号

アルカリ性農薬、石灰硫黄合剤、アゾキシストロビン剤(アミス
ター）、クレソキシムメチル剤(ストロビー）、ルジオキソニル剤
（セイビアー、ジャストミート）、ボスカリド剤（カンタスDF）、無
機銅剤、ホルモン剤、 液肥類との混用はさけてください
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アザミウマ類の発生が増えていきます。

粘着板（青色）の設置・観察、新芽の観察、

ハウス周りの除草、

防虫ネットの設置・補修などを行ってください！

黄化えそ病の発生が見られたら、早めに抜き取ってください。

粘着板をビニールテープに横向き
にホッチキスで留めて設置すると、
ヒラヒラしにくくなります。生長点近く

にずらすのも楽になります！

非選択性茎葉除草剤

ザクサ液剤！

素早く枯らします！


